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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神看護学の講義と実習がより効果的に連結されるための方略を探るため
に行われた。このために看護大学生に対して精神看護学を中心とした学習経験についてのインタビュー調査を行
った。このインタビューデータの分析の結果、精神看護学の学習経験は、精神看護学の知識と学生個人の生活経
験が接続されることでポジティブな学習成果が前景化する可能性が示唆された。加えてコミュニケーション以外
の学習成果に対する認識の有無によってもポジティブな学習経験として実習を捉えやすくなることも考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to explore strategies for more effective linkage 
between lectures and practicums psychiatric and mental health nursing(PMHN). For this purpose, the 
interviews on learning experience, mainly in the psychiatric nursing practicums, was conducted for 
the nursing students. As a result of the analysis of the interview data, it was indicated that 
positive learning outcomes might be foretold by connecting the knowledge of the PMHN and the life 
experience of individual students. In addition, it was also considered that the practicums were easy
 to catch as a positive learning experience by the existence of the recognition for learning 
outcomes except for the communication.

研究分野： 看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまで研究の蓄積がされてこなかった精神看護学における知識と実践の乖離（theory and 
practice gap）に着目した。本研究から導かれる精神看護学の授業方略はとしては、学生の個人的な生活経験を
喚起させ、この経験と精神看護学における知識をファシリテーションによって接続させることが挙がる。精神看
護技術は文脈に依存する部分が大きく、その技術の有り様も個人によって異なる。これまでは技術をどう患者に
実施するかという点に看護教育は重点が置かれていたが、本研究によって技術を実施する自分自身という観点も
十分に考慮する必要性が示されたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の大学における看護師教育の目標は、看護の実践者、研究者、教育者の育成である。それ

ぞれの目標の基礎となるのは、専門職としての看護師の養成である(斉藤, 2018)。特に学部修了
生の進路の 80％以上は臨床の看護師であり(厚生労働省, 2019)、現状として日本の大学における
看護教育は看護師の養成の機能が大きいと言える。看護師の養成という目標達成のために、臨地
実習は実際の患者を対象とした看護技術と看護展開の学習経験の場として重要である。この臨
地実習の基礎となっているのが学内での講義や演習であり、この「講義から実習へ」というプロ
セスを持つ科目が中心となりカリキュラムに組み込まれている。このため臨地実習は講義と演
習のアウトカムという側面を持ち、授業者はこのアウトカムを意識しながら講義や演習をデザ
インする必要がある。また、授業者が伝える内容と臨地実習とを学習者の現実世界の経験を媒介
として結びつける「橋渡し方略」（Clement, 1987）が必要である。 
しかし講義で伝えられた知識と実習における実践の間には不一致が起こることが theory-

practice gap として報告されている(Benner et al, 2010; Hislop et al, 1996; Meyer & Xu, 2005; 
Norman et al, 2005)。Theory-practice gap 研究には看護学校から大学へと教育の転換により、
学生に対する豊かな知識の習得がされ始めたことが背景にあるが、これらの研究によって主張
されたのはむしろ臨床の実践をどのように伝えるかという点においての講義や実習の改善方策
(Hislop et al., 1996)であった。臨床実践を重視するにあたっては、徒弟制的な教育が求められる
ため批判も存在する。例えば本田は職業に関する教育においては、学習者が実社会に「適応」す
る手段を身につける必要があると同時に、実社会へ「抵抗」する手段を学ぶ機会でもあるとする
(本田, 2009)。看護教育においては学術的な専門知識と臨床における実践技術はどちらも不可欠
であり、どのようなバランスでこの二つの主題を教育の中に配置するかということについては
検討を続ける必要がある。しかし、日本における theory-practice gap に関する研究は、基礎看
護学を対象とした香川らのいくつかの研究に限られる(香川, 2012; 香川 & 茂呂, 2006)。 
また精神看護における theory-practice gap や講義と実習のつながりは他の領域に比べ以下の

ような点で独特であることが推察される。精神看護学において中心的な技術となるのは、コミュ
ニケーションに関するものである(Cutcliffe & McKenna, 2006)。コミュニケーションに関する
技術は状況依存的であるためバリエーションも豊富で、抽象的でもある。コミュニケーション技
術について、知識や実践を伝えることは独特の困難さがあることをいくつかの報告は示す。例え
ば、講義においては実践方法よりも考え方に重点を置くため実践との差が生じること、学生もコ
ミュニケーション技術について適切に用いることに自信が持てないことが報告されている
(Demir & Ercan, 2018; Hartrick, 1997)。また精神看護技術については可視化や測定ができない
側面をもち(Cutcliffe & McKenna, 2006)、精神疾患についても検査値や画像診断技術などで診
断できない部分も多く存在するため、このような点は学生にとっても理解を困難にする。 
加えて学生にとってのもう一つの大きな問題がスティグマである。精神疾患に対しては今なお

スティグマが存在し、精神疾患をもつ人やその接し方について不安や恐怖を感じやすいことが
報告されている(Stuart, 2016)。看護学生もその例外ではなく、実習前は一般の人々と同様のス
ティグマを抱えていることが報告された(Demir & Ercan, 2018; Doolen et al, 2014)。このこと
から精神看護学実習前の看護学生は患者に対してスティグマに由来する不安や恐怖を抱えた緊
張状態にあることが推測された。 
以上のような特殊性をもつ精神看護学の学習経験について研究の蓄積がされておらず、この経

験が記述されることにより、講義から実習へという「橋渡し方略」が検討可能になると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究においては看護大学生の精神看護学における講義と実習とのつながりと乖離、それぞれ

の学習経験を看護大学生自身の語りから明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）研究デザイン：本研究は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M−GTA）（木下, 2007）
を用いて行った。M−GTA は継続比較やグラウンデッド・データなどの Glaser と Straus（1966）
の GTA の手法を継承しながら、研究参加者の視点を理解するためにデータの切片化を行わず文
脈を保ちながら分析を行うという特徴をもつ。本研究の分析対象となった看護大学生の学習経
験は知識の獲得を経て、実践に移すというプロセスであり、M−GTA はプロセス性のある現象に
適しているとされため方法として採用した。 
（2）対象者とデータ収集：本研究は地方国立大学の看護大学生を研究参加者としたインタビュ
ー調査を行った。主な研究参加者は直近で精神看護学実習を経験した大学 3年生であったが、実
習前後の経験についても調査するために 2年生、4年生も研究参加者に含めた。インタビューは
1対1の個別インタビューと研究者1名に対し研究参加者2名のジョイントインタビュー(Allan, 
1980; Racher, 2003)を併用した。ジョイントインタビューを併用した理由としては、学生同士
が実習の経験を共有しており、研究参加者同士の相互作用によりインタビューが活性化するこ



とを期待したことが挙がる。一方で個別インタビューを研究参加者が希望した場合はその希望
に沿った。調査はインタビューガイドを用いて、精神看護学の講義や実習、両者のつながりや乖
離について尋ねる一方で、他の実習の経験や学外での経験についても追加の質問で尋ねた。イン
タビューは 2017 年 10 月から 2018 年 3 月に行った。 
（3）データ分析：M-GTA の最小分析単位は概念と呼ばれる。概念は分析テーマによって抽出さ
れた生データをコーディングすることで生成される。概念同士を対極性や類似性と行った視点
から比較することにより概念の修正や統廃合を繰り返し、その過程で抽象度の高いカテゴリー
が生成される。カテゴリーにおいても同様に比較を繰り返すことによって、より現象を適切に説
明するカテゴリーの生成を目指した。分析の最後にカテゴリーの関係性を表す結果図とストー
リーラインを作成した。コーディングについては、研究代表者がひとりで行ったが、学生や実習
指導にあたる看護師などを含めた分析セッションを複数回行い、コーディングの妥当性につい
て検討を繰り返した。 
 
４．研究成果 
（1）21 名の看護大学生に対して、12 回のインタビューを行い、うち 3回が個別インタビューで
あった。研究参加者は看護大学 2年生 2名、3年生 14名、4年生 3名であった。インタビューの
平均時間は 66分（44-111 分）であった。 
（2）ストーリーライン：看護大学生の精神看護学への学習経験プロセスは、講義においては学
生自身の“生活体験にもとづいた学習態度形成”によって、肯定的かつ積極的な“自己発展的知
識定着”もしくは受動的な“表面的な精神看護の知識獲得”に至っていた。また“精神看護の曖
昧さとの出会い”によって、学生の受動的な学習が促されて、学習成果の二極化が進みやすい傾
向がみられた。実習において、まず“実習開始に伴う動揺”が生じていたが“実習資源による部
分適応”によって学生の緊張状態は解消されていた。学生は大小の差はあるが“コミュニケーシ
ョンの見直し要請”を一時的に抱えることによって“コミュニケーションの再定義”することで
実習の成果を得ていた。しかしこれ以外の成果は、講義による学習成果に大きく影響していた。
講義によって受動的な学習成果をえた学生は“精神疾患をもつ人への知識の混乱”や“精神看護
実技技能への理解困難”を生じ、“実習意義の未発見”が学習経験として前景化しやすく、一方
の学生は実習においても積極的かつ肯定的な“発展的自己学習”が前面に出る学習経験として意
味づけられやすくなっていた。 
（3）本研究結果は現在 BMC Nursing(https://www.researchsquare.com/article/rs-318143/v1)
に投稿中である。本研究から導かれる精神看護学の授業方略はとしては、学生の個人的な生活経
験を喚起させ、この経験と精神看護学における知識をファシリテーションによって接続させる
ことが挙がる。精神看護技術は文脈に依存する部分が大きく、その技術の有り様も個人によって
異なる。これまでは技術をどう患者に実施するかという点に看護教育は重点が置かれていたが、
本研究によって技術を実施する自分自身という観点も十分に考慮する必要性が示されたと考え
る。このような精神看護学に内包される不確かさについては、個人として応じるだけでなく、教
員や臨床の指導者、研究者、学生のそれぞれが表現し、共有できる仕組み作りをしていくことで、
教育の多様性の醸成、教育にかかるコストの問題の解消につながる可能性がある。 
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